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行うことが困難となることが予想される．また，教師

用指導書に記載きれているムラサキキャベツ指示薬の

調製方法では，調製後約一週間程度しか指示薬を保存

することができないと記載されており，本法による長

期間の保存は難しいと考えられる．

そこで本研究では，ムラサキキャベツから色素を抽

出しそれを乾燥きせることにより長期間保存可能な

実験教材を作製することを目的として，ムラサキキャ

ベツ色素の抽出方法，抽出乾燥した色素の発色の程度

および保存期間について検討した

はじめに

平成20年に文部科学省より告示きれた新学習指導

要領において，中学校理科ｌ分野「化学変化とイオ

ン」の学習が第１学年から第３学年へ移行きれたそ

れに伴い，「化学変化とイオン」の学習に含まれる

｢酸．アルカリ」「中和と塩」の単元も移行された'１．

本単元では「酸とアルカリの性質を調べる実験を行い

酸とアルカリのそれぞれの特性が水素イオンと水酸化

物イオンによることを知ること」を目標としており，

ざらに「ｐＨについても触れること」と記載されてい

る１１．これらの目標を達成するための具体的な実験内

容としては，酸やアルカリの水溶液による指示薬の色

の変化を観察することなどが挙げられており，中でも

｢酸．アルカリ」の実験では，ムラサキキャベツ指示

薬を用いたｐＨ測定実験が多くの教科書で取り上げら

れている2-41.ムラサキキャベツを用いた実験は，生

徒の日常生活における物質に対する興味．関心を高め

ることに繋がるものと考えられる．しかしムラサキ

キャベツは時期によっては収穫量が減少するため,価

格が高騰しさらには入手が困難となる場合もある゛

新学習指導要領の年間指導計画例では「酸・アルカ

リ」の単元を扱う時期が１１月から’２月に設定されて

いるため動，春から夏にかけて収穫が多いムラサキ

キャベツが冬場には品薄で入手できなくない実験を

実験方法

1）色素の抽出

微塵切りにしたムラサキキャベツ３０９を入れたlOO

mlのビーカーにエタノールを３０，５０，７５またはlOO

ml加え60℃の水浴上で５分間加温し色素を抽出した

抽出した色素溶液ｌｍｌにｐＨ２－ｌ３の溶液をｌｍｌ加

え，発色の程度を比較した．

次にムラサキキャベツ３０９にエタノールを５０ｍ］

加え，６０℃の水浴上で５，１０または'５分間加温して

色素を抽出し発色の程度を同様にして比較した

2）乾燥色素の発色

微塵切りにしたムラサキキャベツ309にエタノール

(67）
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を50ml加え60℃の水浴上で5,10または'5分間

加温し色素を抽出した抽出した色素溶液をＬ５ｍｌの

マイクロチューブに１ｍlずつ分注し,60℃の水浴上で

4時間放置し溶媒を完全に留去した（図１）得られた

抽出乾燥色素に精製水をｌｍｌ加えて色素を溶解し

ｐＨ２～１３の溶液を１ｍl加え，その発色の程度を乾燥

させなかったものと比較した．

たまた，抽出時間は５分間のものでも十分な発色が

得られた（図２）

3）抽出乾燥色素の保存期間

抽出乾燥したムラサキキャベツ色素がどの程度の期

間保存が可能か検討した．その結果，１，２および３ヶ

月間保存したいずれの色素の発色も抽出直後の色素の

発色と比較してその度合いや色調に顕著な差異は見ら

れなかった（図３）

以上の結果から，ムラサキキャベツ色素を用いた

酸・アルカリの実験を行う場合には，ムラサキキャベ

ツ３０９に対してエタノールを５０ｍl加え，６０℃の水
浴上で５分間抽出を行うことにより十分な発色が得ら

れることがわかった．さらにエタノール抽出したム

ラサキキャベツ色素を６０℃の水浴上に放置し溶媒を

完全に留去することにより，長期間保存可能な実､験教

材を作製することができた．

轤WＷ
|冊珊MilMW1Wml111ﾘl1WW11ⅡＩＩ１１ｌｉⅢ1l11liliimlllliliili1M1I1111lW1I''''１llW1WlW11'''１１'Ｉ''！

.～_一一一一一

一児一

図］抽出乾燥ムラサキキャベツ色素
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3）乾燥色素の保存期間

微塵切りにしたムラサキキャベツ３０９にエタノー

ルを５０ｍl加え，５，１０または'５分間加温し色素を

抽出した抽出した色素溶液をそれぞれ上記と同様の

方法を用いて乾燥させ，冷蔵庫で1,2および３ケ月保

存した後，それぞれの発色の程度を保存前のものと比

較した．

本研究において開発した抽出乾燥ムラサキキャベツ

色素は，従来の熱湯や酸を用いた方法と比較して，よ

り短時間で安全に調製することができる教材である

さらに長期間保存することができるため，ムラサキ

キャベツが安価で入手できる時期に調製し準備して

おくことも可能である

今後，抽出乾燥ムラサキキャベツ色素を用いた授業

実践を行い生徒や教師の反応から見えてくる問題点

などについて検討していくとともに，さらなる長期間

保存についても検討していきたい．

結果と考察

1）色素の抽出

ムラサキキャベツ色素の抽出に及ぼす抽出溶媒量と

抽出時間の影響について検討したその結果，ムラサ

キキャベツ３０９に対してエタノール５０ｍlの割合が最

も適当であると考えられた．また，抽出時間は６０℃

の水浴上で５分間行えば十分な発色が得られることが

分かった（datanotshown）
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2）抽出乾燥色素の発色

抽出したムラサキキャベツ色素を乾燥させ，再び溶

液としたときの発色の程度について検討したその結

果，乾燥色素の発色は乾燥させなかったものと比較し

て．発色の度合いや色調に顕著な差異は見られなかつ
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図２抽出乾燥ムラサキキャベツ色素の発色

０

１

保
存
期
間
（
月
） ２

３

２３４５６７８１１０１１１２１３

ｐＨ

図３抽出乾燥ムラサキキャベツ色素の発色に及ぼす保存期間の影響
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